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1 は じ め に

山形県における1991年の水稲の作柄は,作況指数94の や

や不良,県北の最上地方は89の著しい不良で,地域として

の作柄低下が大きかった。

このため,最上地域の主要品種である「はなの舞Jの作

柄低下要因について,出穂期前後の気象条件,稲体の栄養

条件及びいもち病の発生状況の面から解析を行ったので報

告する。

2試 験 方 法

(1)農業試験場本場 。支場・分場における水稲作況解析

調査結果,水稲奨励品種決定調査及びこれらの場所で採取

した標本

② 新庄農業改良普及所における作柄診断ほ等の調査結
果

(31 病害虫防除所における病害虫発生予察調査結果

以上を基に解析を行った。

3 試験結果及び考察

0)収量構成要素の特徴
1991年の最上地域における「はなの舞」の収量構成要素

は図 1の とおりである。収量構成要素からみた作柄低下の

主な要因はni当たり籾数が少なく,更に玄米千粒重が著 し

く軽いことである。
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2)nf当 たり籾数の減少要因

ご当たり籾数の減少は,ば当たり穂数と一穂籾数が平年

より少ないためである。

穂数がやや少なかった要因としては,日照時間が6月 中

旬から8月上旬までの長期間にわたり著しく不足であった

ため,図 2のとおリー茎当たりの乾物重が小さくなったこ

とと稲体窒素濃度が図 3のとおり低く推移し有効茎歩合が

低下したためと推察される。更に,日照不足は一穂籾数の

減少にも影響を与えたものと考えられる。ピ当たり穂数と

一穂籾数との関係については図 4に示したとおり1991年の

場合,同一穂数条件における一穂籾数は,幼穂発育llaが多

照に経過した2ケ年平均より少なくなっており,こ のこと

を裏付けている。

また,籾数不足を助長した要因としては,葉いもちの発

生があげられる。最上地域での発生は図 5の とおり作付面

積の57%と 近年になく多い発生であり,こ のことが穂肥を
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図4 穂数と―穂籾数 (最北支場 :はなの舞)

図5 年次男1葉いもち発生面積率の推移 (最上地域)

適期に施用しにくいものにしたためと推察される。

3)玄米千粒重の低下要因
「はなの舞」の年次別玄米千粒重は表 1の とおりで,最
北支場,最 L町向町とも過去10ケ年で最低であった。

玄米千粒重について,気温・日照時間との関係について

みると,1991年の出穂から出穂40日後までの気温,日照時

間は過去10ケ年の平均に比し,ほぼ並であることから,出

表 1 はなの舞の玄米千粒重の年次変動 (単位 :g)
年 次 最上町向町
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穂前の気象要素との関係について検討した。

幼穂発育期における日最低気温が低いと玄米千粒重が軽

くなることは,すでに1988年の異常気象条件下で明らかに

されている。しかし,1991年の場合は気温が過去 9ケ年平

均値並にもかかわらず玄米千粒重が低下しており,気温の

他に日照時間の影響も考えられた。このため図 6に 日最低

気温,日 照時間と千粒重の関係を示した。これを見ると玄

米千粒重は気温、日照時間の両方の影響を受けると思われ,

平年並み以上の玄米千粒重を確保するには出穂前25日 の日

最低気温が19℃以上,日 照時間が100時間以上が必要であ

ることが認められた。特に1991年の場合は日照時間が大き

く影響していることが推察された。

なお,玄米千粒重は籾殻の大きさに影響されることから
,

籾殻の大きさの調査結果を表 2に示した。1991年の場合は

前年に比し長さが98%,幅が95%と いずれも小さく形成さ
れており,日 照不足が籾殻の生長を抑制し玄米肥大を制約

したため玄米千粒重が低下したことが推察された。
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4 ま と め

1991年の「はなの舞」の作柄低下要因はデ当たり籾数の

不足と玄米千粒重の著しい低下によるものである。これは

6月 中旬から8月 中旬までの長期にわたる日照不足の影響

を強く受けたためである。特に最上地域において7月 の日

照時間は他地域よりも少なく,「はなの舞」の作付比率が

多い中山間,山 F.1地帯では更に日照不足であり,こ のこと

が「はなの舞」の作柄低下要因になったと考えられる。

年   次
平成3年
▲193

項目
歓

長さ
(皿)
幅
繊 長さ×幅

玄米千粒重
(18M

平成3年

平成2年

742

754

250

267
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215

比(3年/20
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21 3
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21 7
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21 1
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